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本
村
伸
子
衆
院
議
員
は
16
日
の
衆
院
国

土
交
通
委
員
会
で
、
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置

に
つ
い
て
国
の
責
任
を
追
及
し
ま
し
た
。 

 

本
村
氏
は
、
転
落
死
亡
事
故
が
相
次
ぐ
な

か
視
覚
障
害
者
団
体
か
ら
ホ
ー
ム
ド
ア
設

置
を
求
め
る
要
望
が
強
い
こ
と
を
示
し
、
石

井
啓
一
国
土
交
通
大
臣
の
認
識
を
た
だ
し

ま
し
た
。 

 

石
井
大
臣
が
「
最
大
限
の
取
り
組
み
を
進

め
る
」
と
述
べ
た
の
に
対
し
、
本
村
氏
は
、

１
日
平
均
10
万
人
利
用
の
駅
を
優
先
し
、

２
０
２
０
年
ま
で
の
政
府
の
目
標
は
１
３

５
カ
所
を
上
乗
せ
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
指

摘
。
１
日
平
均
１
万
人
利
用
の
駅
だ
け
で
２

１
３
１
駅
も
あ
る
と
述
べ
、
「
目
標
の
前
倒

し
、
引
き
上
げ
を
や
る
べ
き
だ
」
と
追
及
し

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
本
村

氏
は
、「
Ｊ
Ｒ
東

海
の
在
来
線
の

ホ
ー
ム
ド
ア
設

置
は
ゼ
ロ
」
だ

と
述
べ
、
１
日

井
上
哲
士
参
院

議
員
は
19
日
、
党

名
古
屋
市
北
区
後

援
会
の
憲
法
学
習

会
で
講
演
し
ま
し

た
。 井

上
氏
は
改
憲

を
め
ぐ
る
国
会
の

平
均
10
万
人
利
用
の
名
古
屋
、
金
山
、

静
岡
の
３
駅
も
「
具
体
的
な
計
画
は
な

い
」
（
国
交
省
）
と
い
う
問
題
を
追
及
。

「
リ
ニ
ア
は
開
発
で
き
る
の
に
な
ぜ
ホ

ー
ム
ド
ア
は
で
き
な
い
の
か
」
と
た
だ

し
ま
し
た
。 

 

石
井
大
臣
は
「
扉
の
位
置
が
異
な
り
、

設
置
困
難
と
聞
い
て
い
る
」
な
ど
と
Ｊ

Ｒ
東
海
を
擁
護
。
本
村
氏
は
「
線
路
保

全
と
同
様
の
安
全
対
策
と
位
置
付
け
る

べ
き
だ
」
と
強
調
、
駅
ホ
ー
ム
の
安
全

対
策
要
員
の
配
置
も
求
め
ま
し
た
。 

の
豊
橋
駅
に
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を
」
と

要
求
。
国
交
省
は
「
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
の
ぞ

み
停
車
駅
を
最
優
先
」
と
答
弁
。
豊
橋
駅

へ
の
設
置
の
め
ど
も
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
は
視
覚

障
害
者
団
体
が
要
求
し
て
い
る
危
険
な
駅

を
最
優
先
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

◇
ほ
か
の
主
な
要
望
項
目
◇ 

▼
文
科
省
＝
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
正
規
職
員
を
増
員
、
学

校
給
食
の
無
償
化
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
に

公
的
支
援
、
給
付
制
奨
学
金
の
実
現
▼
厚

労
省
＝
介
護
保
険
の
「
軽
度
者
」
の
保
険

外
し
を
や
め
る
こ
と
、
最
低
賃
金
引
き
上

げ
、
長
時
間
労
働
の
是
正
▼
国
交
省
＝
家

賃
補
助
の
創
設
・
拡
充
、
公
営
住
宅
を
充

分
供
給
す
る
こ
と
。 

省
は
「
目
に
余
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
必

要
な
対
応
を
す
る
」
と
述
べ
、
認
可
し
た

国
の
責
任
と
し
て
、
改
善
を
促
す
行
政
指

導
を
行
う
と
し
ま
し
た
。 

同
じ
く
国
交
省
で
は
、
駅
の
転
落
防
止

対
策
に
つ
い
て
、
下
奥
議
員
が
「
新
幹
線

し
、
残
土
運

搬
で
住
環
境

を
悪
化
さ
せ

な
い
こ
と
な

ど

を

要

求

し
、
Ｊ
Ｒ
東

海
が
名
古
屋

駅
や
非
常
口

の
工
事
、
用

地
交
渉
を
強

引
に
進
め
て

い
る
実
態
を

追
及
。
国
交

党
愛
知
県
委
員
会
は
16
、
17
日
の
両
日
、

来
年
度
政
府
予
算
に
関
わ
る
52
項
目
の
要

望
を
持
っ
て
政
府
交
渉
を
し
ま
し
た
。
わ
し

の
恵
子
、
し
も
お
く
奈
保
両
県
議
や
地
方
議

員
、
す
や
ま
初
美
党
県
若
者
雇
用
対
策
部

長
、
衆
院
小
選
挙
区
候
補
、
リ
ニ
ア
建
設
の

地
元
住
民
団
体
な
ど
18
人
が
参
加
。
本
村

伸
子
、
島
津
幸
広
両
衆
院
議
員
、
井
上
哲
士
、

武
田
良
介
両
参
院
議
員
が
同
席
し
ま
し
た
。 

◆ 

安
保
法
＝
戦
争
法
で
は
、
「
駆
け
つ
け
警

護
」
な
ど
の
閣
議
決
定
撤
回
や
愛
知
の
軍
事

拠
点
化
と
軍
学
共
同
の
動
き
を
中
止
す
る

よ
う
要
請
。
こ
れ
に
対
し
、
防
衛
省
は
「
訓

練
や
部
隊
間
交
流
に
つ
い
て
地
元
へ
の
周

知
が
不
十
分
で
あ
っ
た
」
と
認
め
、「
今
後
、

周
辺
自
治
体
や
、
町
内
会
へ
の
連
絡
に
つ
い

て
検
討
し
回
答
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

リ
ニ
ア
問
題
で
は
、
事
業
認
可
の
取
り
消

◆愛知・稲沢市長選 曽我部氏◆ 

 市長の死去にともなう愛知県稲沢市長選挙（27 日告示、

12 月４日投票）で、日本共産党も参加する「憲法をくらし

に生かす稲沢民主市政の会」が推す前党稲沢市議の曽我部博

隆氏（62）＝無所属、日本共産党推薦＝が立候補します。市

長選にはほかに、３人が立候補を表明しています。 

◆名古屋市議補欠選挙（名東区）に竹田氏◆ 

民進党市議の死去にともなう名古屋市名東区の市議補欠選

挙（定数１、12 月９日告示、同 18 日投票）で、日本共産

党は、党県委員会勤務員の竹田まな氏（26）＝新＝が立候補

します。補選は死去した民進党議員の妻が民進党公認で立候

補を予定しています。 

 

 

 

党
愛
知
県
委

本
村
議
員 

衆
院
国
交
委

動
向
や
自
民
党
改
憲
草
案
の
危
険
な
内

容
、
党
の
対
案
―
現
行
憲
法
の
完
全
実
施

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

質
疑
で
は
「
改
憲
し
よ
う
と
す
る
政
治
家

は
戦
場
に
行
く
覚
悟
が
あ
る
の
か
」
な
ど

の
質
問
が
出
さ
れ
、
井
上
氏
は
「
稲
田
大

臣
に
自
衛
隊
員
に
戦
場
に
行
け
と
命
令
す

る
覚
悟
が
あ
る
の
か
と
質
問
し
た
が
、
明

確
な
答
弁
は
な
か
っ
た
」
な
ど
丁
寧
に
答

え
ま
し
た
。 


